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予定が変更となることがあります。最新情報は各館ホームページなどでご確認ください。

【里山里海ギャラリー】　
能登の景　～冬から春へ～
写真と洋画のコラボレーション展

■会　　期　1月15日(月)まで
　　　　　　8：30～ 17：00
　　　　　　(最終日は16：00まで)
■観　覧　料　無料
■休　館　日　火曜日(祝日は開館)
　　　　　　※里山里海ギャラリー
　　　　　　は火曜日観覧可
　　　　　　年末年始
　　　　　　(12月29日(金) ～ 1月3日(水))
■共　　催　写団のと、七尾百景プロジェクト、のと里山里海ミュージアム

●【地域学講座】資料から読み解く七尾の歴史❹
　 ～江戸時代の数学 その１～
■開催日時　1月20日(土) 13：30～ 15：00
■対象・定員　中学生以上、20人(要申し込み)
■参　加　費　無料
　　●【むかし遊び教室】迎春！お正月あそび～ダルマ落とし、凧

たこ
、羽子板など～

■開催日時　1月21日(日) 13：30～ 15：30
■対象・定員　幼児以上、60人(予約可)
■参　加　費　無料(こま・凧・羽子板は材料費が掛かります)
■協　　力　石川県生涯学習インストラクターの会

3/24
まで

光を透過・反射するガラスで作られる
造形は、光を受けると形や質感が強調
され、内部に溜まる光は、その表情を
一変させます。本展では、光との関係
性を見つめ、造形に取り組む作家たち
の作品を紹介します。

■会　　期　3月24日(日)まで
■開館時間　9：00～ 16：30まで(入館は16：00まで)
■観 覧 料　一般800円、大学生350円、高校生以下無料
■休　館　日　第3火曜日

●扇田克也によるギャラリートーク
　作品の作家が展示作品の見どころを解説します。
　日　　時：1月28日(日) 予定 14：00 ～
　会　　場：展示室内 (大学生以上は要当日観覧料)

●奥野美果とつくる光のオーナメント
　板ガラスを組み合わせて溶着し、ガラスのオーナメントを作ります
　日　　時：1月14日(日)　①10：30 ～　②14：00 ～
　定　　員：各回9人(要電話予約)
　対　　象：小学生以上(小学校低学年は保護者同伴)

●冬はガラ美でほっこり！セレクトワークショップ
　1月は、「ミニルーターでガラス彫刻」を開催します。

所蔵・寄託作品を中心に、テーマ１で
は水や植物など自然を感じる絵画や焼
き物など23点を紹介。テーマ２では、
石川県ゆかりの作家を中心に、様々な
素材による抽象・具象の彫刻作品34
点を展覧します。

■会　　期　2月12日(月・祝)まで
■開館時間　9：00～ 17：00(入館は16：30まで)
■観　覧　料　一般350円､ 大学生280円､ 高校生以下無料
　　　　　　※国民の休日は70歳以上観覧料無料
■休　館　日　毎週月曜日(1月8日､ 2月12日を除く)、
　　　　　　年末年始(12月29日(金) ～ 1月3日(水))､ 1月9日(火)

3/16
・
3/17

夫が失業し、スーパー「フレッシュかねだ」でパートを始めた、
セレブな主婦・秋子。しかし、そこは想像を超えたディスト
ピアだった…。豪華キャスト陣で送る“笑ってばかりもいられ
ない喜劇”。ぜひ劇場でご覧ください。

■日　　時　3月16日(土)、17日(日)14：00開演
■作・演出　永井 愛
■出　　演　沢口 靖子
　　　　　　生瀬 勝久
■料金(税込)
　一般　6,500円　
　高校生以下　4,500円
　※当日500円増
■座　　席　全席指定

※未就学児入場不可。車いすで観劇の人は演劇堂までご連絡ください。

＜友の会会員募集中！＞
年会費のみで年4回の友の会対象公演が観劇できる会員制度です。
来年度も多彩なラインナップを準備中です。皆さんのご入会お待ち
しております。

光をまとう
テーマ1「自然とともに」
テーマ2「彫刻って面白い！」

2/12
まで

1/15
まで

洋画「川辺の桜並木」(二宮川) 山中英彦

沢口 靖子 生瀬 勝久

友の会対象公演
二兎社「パートタイマー・秋子」

「鯉図」福田平八郎　当館蔵(池田コレクション)

22七尾ごころ

「星への帰還―ARPA―」
吉田隆　当館蔵

ガラスの向こう(部分) ／奥野美果
2023年／作家蔵　撮影：斎城卓


